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Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

が
４
月
２２
〜
２３
日
、
宮
崎
県

宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
関

係
閣
僚
会
議
の
１
つ
と
し

て
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
国
（
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
Ｅ
Ｕ
）
の
農
業
大
臣

と
国
際
機
関
の
代
表
者
等
が

参
加
し
、
食
料
安
全
保
障
や

農
業
の
持
続
可
能
性
の
確
保

等
、
世
界
の
農
業
を
取
り
巻

く
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。

会
合
で
は
、
今
後
の
農
業

・
食
料
政
策
の
方
向
性
と
し

て
、
①
自
国
の
生
産
資
源
を

持
続
可
能
な
形
で
活
用
す
る

こ
と
、
②
農
業
の
生
産
性
向

上
と
持
続
可
能
性
の
両
立
、

③
あ
ら
ゆ
る
形
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
に
よ

り
、
農
業
の
持
続
可
能
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

共
通
認
識
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
会
合
で
の
議
論

を
取
り
ま
と
め
た
Ｇ
７
農
業

大
臣
声
明
と
と
も
に
、
Ｇ
７

各
国
が
取
り
組
む
べ
き
行
動

を
要
約
し
た
「
宮
崎
ア
ク
シ

ョ
ン
」
が
採
択
さ
れ
た
。

「
宮
崎
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で

は
、
大
き
な
理
念
や
方
向
性

が
示
さ
れ
た
一
方
、
各
国
の

合
意
を
優
先
し
た
た
め
具
体

的
な
数
値
目
標
は
示
さ
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｇ
７
の

農
相
会
合
で
行
動
計
画
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
今
回

が
初
め
て
で
、開
催
地
の「
宮

崎
」
の
名
前
を
冠
し
た
文
書

が
形
と
な
っ
た
。

【
宮
崎
ア
ク
シ
ョ
ン（
抜
粋
）】

▽
我
々
Ｇ
７
農
業
大
臣

は
、
よ
り
生
産
力
が
高
く
、

強
じ
ん
で
持
続
可
能
な
農
業

・
食
料
シ
ス
テ
ム
を
達
成
す

る
た
め
に
、
宮
崎
で
議
論
し

た
以
下
の
点
を
踏
ま
え
、
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▽
既
存
の
国
内
農
業
資
源

を
持
続
的
に
活
用
し
、
貿
易

を
円
滑
化
し
つ
つ
、
地
元
・

地
域
・
世
界
の
食
料
シ
ス
テ

ム
を
強
化
す
る
途
を
追
求

し
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供

給
連
鎖
）
を
多
様
化
す
る
。

▽
あ
ら
ゆ
る
形
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
持
続
可

能
な
農
業
慣
行
の
促
進
に
よ

り
、
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム

の
持
続
可
能
性
を
向
上
さ
せ

る
。▽

木
材
や
そ
の
他
産
品
の

た
め
の
持
続
可
能
な
森
林
経

営
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

い
っ
た
、
農
業
に
付
随
す
る

収
入
の
多
様
化
の
促
進
、
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
を
通
じ

て
農
村
の
活
性
化
を
支
援
。

▽
研
究
・
開
発
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
地
元
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
、
更
な
る
デ
ジ

タ
ル
化
を
含
む
新
規
・
既
存

の
技
術
や
慣
行
を
拡
大
・
普

及
さ
せ
る
。

特
に
若
者
や
女
性
、
十
分

な
発
言
力
の
な
い
人
々
へ
の

訓
練
、
普
及
サ
ー
ビ
ス
、
知

識
共
有
及
び
教
育
、
並
び
に

資
金
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス

を
促
進
す
る
。

▽
政
府
、民
間
セ
ク
タ
ー
、

農
業
者
並
び
に
全
て
の
利
害

関
係
者
間
連
携
を
強
化
し
、

農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
へ
の

民
間
セ
ク
タ
ー
の
投
資
を
促

進
す
る
環
境
を
整
え
る
。

ホ
ク
レ
ン
は
４
月
２０
日
、

大
手
・
中
堅
乳
業
者
１５
社
と

の
交
渉
で
、
２３
年
度
期
中
の

８
月
１
日
よ
り
、
飲
用
等
向

け
、
は
っ
酵
乳
等
向
け
、
そ

の
他
向
け
（
乳
製
品
用
途
以

外
）
の
３
用
途
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
１０
円
／
㌔
値
上
げ

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と

を
公
表
し
た
。

し
か
し
、
北
海
道
の
生
乳

取
扱
量
の
う
ち
飲
用
等
向
け

は
約
２
割
の
た
め
、
プ
ー
ル

乳
価
で
は
２
円
程
度
の
上
昇

に
留
ま
る
。
飼
料
費
な
ど
の

生
産
コ
ス
ト
高
騰
を
補
う
ほ

ど
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
、
乳
製
品
向
け
の
期

中
値
上
げ
を
交
渉
し
て
い
く

方
針
。

こ
れ
ま
で
、
昨
年
１１
月
か

ら
同
３
用
途
向
け
で
１０
円
／

㌔
値
上
げ
さ
れ
、
今
年
の
４

月
か
ら
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー

等
向
け
、
チ
ー
ズ
向
け
、
生

ク
リ
ー
ム
向
け
等
の
乳
製
品

向
け
で
も
１０
円
／
㌔
値
上
げ

さ
れ
て
き
た
。

北
海
道
に
先
立
ち
、
都
府

県
で
も
飲
用
向
け
、
は
っ
酵

乳
等
向
け
な
ど
で
８
月
１
日

よ
り
１０
円
／
㌔
値
上
げ
に
合

意
し
て
い
る
が
、
乳
製
品
向

け
に
関
し
て
も
交
渉
を
継
続

し
て
い
る
。

関
東
生
乳
販
連
で
は
３
月

３０
日
ま
で
に
、
飲
用
等
向
け

と
は
っ
酵
乳
等
向
け
乳
価
を

８
月
１
日
か
ら
１０
円
／
㌔
値

上
げ
で
合
意
し
た
。
当
初
の

要
請
は
６
月
１
日
か
ら
の
１５

円
／
㌔
値
上
げ
だ
っ
た
が
、

早
期
妥
結
を
選
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
な
か

っ
た
２
桁
の
値
上
げ
で
あ
る

が
、
ま
だ
生
産
コ
ス
ト
高
騰

の
経
営
危
機
を
脱
し
て
安
定

経
営
に
な
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
生
産
コ
ス
ト
が

乳
価
に
反
映
さ
れ
る
制
度
の

早
急
な
構
築
が
求
め
ら
れ

る
。一

方
、
乳
価
値
上
げ
に
伴

い
、
牛
乳
の
小
売
価
格
上
昇

に
対
し
て
の
対
策
も
急
務
と

な
る
。
小
売
価
格
の
上
昇
を

抑
え
る
政
策
と
と
も
に
、
消

費
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
も

重
要
と
な
る
。

畜
産
・
酪
農
業
が
ど
れ
だ

け
大
変
で
、
地
域
に
、
そ
し

て
日
本
の
国
に
い
か
に
貢
献

し
て
い
る
か
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
産
業
で
あ
る
こ
と
を

消
費
者
な
ど
に
わ
か
っ
て
も

ら
う
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
４
月
１４
日
、
２２
年
３
月
分

の
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

（
指
定
団
体
）
の
用
途
別
販

売
実
績
を
公
表
し
た
。
２２
年

度
累
計
の
生
乳
総
受
託
乳
量

（
生
産
量
）
は
７
０
７
万
８

０
０
５
㌧
（
前
年
度
比
２
・

２
％
減
）
と
な
り
、
４
年
振

り
の
減
産
と
な
っ
た
。

昨
年
度
ま
で
３
年
連
続
で

増
産
し
て
い
た
が
、
す
で
に

供
給
過
剰
と
な
っ
て
い
た
。

地
域
別
で
み
る
と
、
北
海

道
が
４
０
４
万
３
１
１
㌧

（
同
２
・
３
％
減
）
、
東
北

地
区
４９
万
３
１
２
３
㌧
（
同

１
・
７
％
減
）
な
ど
、
全
て

の
地
区
が
減
産
だ
っ
た
。
減

少
幅
が
大
き
か
っ
た
の
は
九

州
地
区
で
５７
万
１
１
４
４
㌧

（
同
４
・
７
％
減
）だ
っ
た
。

用
途
別
で
み
る
と
、
飲
用

牛
乳
等
向
け
が
３
０
９
万
５

８
３
７
㌧（
同
３
・
０
％
減
）

で
２
年
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等

が
１
７
９
万
６
６
２
２
㌧

（
同
３
・
２
％
減
）
だ
っ
た

（
表
参
照
）
。

一
方
、
チ
ー
ズ
向
け
は
４４

万
８
３
８
６
㌧
（
同
３
・
０

％
増
）
で
、
唯
一
の
増
加
と

な
っ
た
。
４
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。

現
在
チ
ー
ズ
向
け
は
、
用

途
別
で
み
る
と
２
番
目
に
少

な
い
数
量
だ
が
、
脱
脂
粉
乳

・
バ
タ
ー
が
余
剰
し
て
い
る

現
在
、
チ
ー
ズ
向
け
に
シ
フ

ト
さ
れ
て
き
て
い
る
。

チ
ー
ズ
の
需
要
が
よ
り
高

ま
っ
て
く
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
生
乳
を
回
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
良
質
な
チ
ー
ズ

工
場
が
増
え
れ
ば
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
に
も
良
い
影
響
を
与

え
る
だ
ろ
う
。

農
水
省
は
４
月
２８
日
、「
第

１
回
畜
産
・
酪
農
の
適
正
な

価
格
形
成
に
向
け
た
環
境
整

備
推
進
会
議
」を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
畜
産
物
を

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
に
、
生
産
者
、

食
品
事
業
者
、
消
費
者
等
、

国
民
各
層
の
理
解
と
支
援
の

下
で
生
産
コ
ス
ト
等
を
価
格

に
反
映
し
や
す
く
す
る
た
め

の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の

も
の
。

参
集
し
た
委
員
は
、
農
業

団
体
、
食
品
事
業
者
、
消
費

者
団
体
、
学
識
経
験
者
等
、

様
々
な
分
野
に
わ
た
る
。

初
回
で
は
次
の
よ
う
な
意

見
が
出
て
き
た
。

①
消
費
者
の
理
解
醸
成
関

係
▽
単
純
な
広
報
・
理
解
醸

成
で
は
価
格
の
反
映
に
限
界

が
あ
る
。
濃
厚
飼
料
の
大
部

分
を
輸
入
し
て
い
る
現
状
や

担
い
手
の
減
少
、
消
費
や
輸

出
の
実
態
な
ど
、
消
費
者
が

知
ら
な
い
情
報
も
伝
え
る
。

▽
食
育
は
重
要
で
、
小
学
生

頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き
。
▽

昨
年
以
降
、
幅
広
い
品
目
で

値
上
げ
が
あ
っ
た
が
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
理
解
醸
成
に
向
け
て

分
析
す
べ
き
。

②
適
正
な
価
格
形
成
に
向

け
た
仕
組
み
作
り
関
係

▽
牛
肉
・
豚
肉
の
価
格
は

市
場
で
決
ま
り
、
生
産
コ
ス

ト
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な

い
の
で
、
個
別
に
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
作
っ
て
議
論
が

必
要
。
▽
価
格
転
嫁
を
進
め

る
場
合
、
ク
ー
ポ
ン
の
配
布

な
ど
、
消
費
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
対
策
が
必
要
。
▽
飼

料
費
に
つ
い
て
、
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
的
な
仕
組
み
も
検

討
す
べ
き
。

こ
の
他
に
も
様
々
な
意
見

が
出
て
き
た
。

畜
産
物
価
格
に
生
産
コ
ス

ト
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
昔

か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、

今
、
ま
さ
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
実
現
に
向
け
た

よ
り
良
い
プ
ラ
ン
の
構
築
が

望
ま
れ
る
。

２０２２年度用途別販売実績

用 途 乳量（ｔ） 前年比（％）

飲用牛乳等 ３，０９５，８３７ ９７．０

脱脂粉乳・バター等 １，７９６，６２２ ９６．８

液状乳製品 １，２９４，４６０ ９９．７

チーズ ４４８，３８６ １０３．０

はっ酵乳等 ４４２，７００ ９６．６

合 計 ７，０７８，００５ ９７．８

（中酪の資料を基に作成）

生
乳
受
託
乳
量
４
年
振
り
の
減

チ
ー
ズ
向
け
乳
量
が
唯
一
増
加

生
産
性
向
上
と
持
続
可
能
性
両
立
で
共
通
認
識

各国の農業大臣と国際機関代表者（中央に野村農相）写真提供：農水省

全
国
で
飲
用
等
乳
価
１０
円
／
㌔
上
げ

乳
製
品
等
向
け
に
つ
い
て
も
交
渉
継
続

・「食料・農業 知っておきたい話」-１２１- （２面）
・増野開拓とまし野ワイナリー （３面）
・浜松－長谷川さん開拓手記まとめる （４面）
・通路部分にオオムギ間作で害虫抑制

（５面）
・竹＋酢粕で飼料置き換え （６面）
・みどりのチェックシート いま一度確認を

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

コ
ス
ト
価
格
転
嫁
す
る
仕
組
み
を

第
１
回
畜
産
・
酪
農
の
適
正
な
価
格
形
成

に
向
け
た
環
境
整
備
推
進
会
議

Ｇ
７
農
相
会
議
in
宮
崎

Ｇ
７
農
相
会
議
in
宮
崎
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こ
の
４
月
か
ら
、
酪
農
・

畜
産
の
飼
料
も
含
め
て
、「
遺

伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」
表

示
が
実
質
で
き
な
く
な
っ

た
。
『
ゲ
ノ
ム
編
集
表
示
は

最
初
か
ら
な
し
で
、
無
添
加

の
表
示
さ
え
、
厳
格
で
な
い

か
ら
』
と
し
て
で
き
な
く
な

る
。
日
本
の
消
費
者
の
選
ぶ

権
利
が
失
わ
れ
て
い
く
今
、

農
家
、
消
費
者
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
。

「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」

表
示
の
厳
格
化
の
意
味

２
０
１
８
年
３
月
末
に
、

「
消
費
者
の
遺
伝
子
組
み
換

え
（
Ｇ
Ｍ
）
表
示
の
厳
格
化

を
求
め
る
声
に
対
応
し
た
」

と
し
て
、
Ｇ
Ｍ
食
品
の
表
示

厳
格
化
の
方
向
性
が
消
費
者

庁
か
ら
示
さ
れ
、
こ
の
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

米
国
か
ら
は
日
本
に
Ｇ
Ｍ

表
示
を
認
め
な
い
方
向
の
圧

力
が
強
ま
る
と
懸
念
さ
れ
て

い
た
中
で
、
Ｇ
Ｍ
表
示
厳
格

化
を
検
討
す
る
と
の
消
費
者

庁
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
か

ら
、
米
国
か
ら
の
要
請
に
逆

行
す
る
よ
う
な
決
定
が
可
能

な
の
か
、
筆
者
も
注
目
し
て

い
た
。

米
国
か
ら
の
要
請

特
に
米
国
が
問
題
視
し
て

い
る
の
は
「
遺
伝
子
組
み
換

え
で
な
い
」
（
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ

Ｍ
）
と
い
う
任
意
表
示
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
日
本
の
Ｇ

Ｍ
食
品
に
対
す
る
義
務
表
示

は
緩
い
か
ら
、
ま
あ
よ
い
。

問
題
は
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ
表
示

を
認
め
て
い
る
こ
と
だ
」
と

筆
者
は
日
本
の
Ｇ
Ｍ
研
究
の

専
門
家
２
人
か
ら
聞
い
て
い

た
。「

Ｇ
Ｍ
食
品
は
安
全
だ
と

世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

の
に
、
そ
の
よ
う
な
表
示
を

認
め
る
と
Ｇ
Ｍ
が
安
全
で
な

い
か
の
よ
う
に
消
費
者
に
誤

認
さ
せ
る
誤
認
表
示
だ
か
ら

や
め
る
べ
き
だ
。
続
け
る
な

ら
ば
Ｇ
Ｍ
が
安
全
で
な
い
と

い
う
科
学
的
証
拠
を
示
せ
」

と
い
う
主
張
で
あ
る
。

こ
の
主
張
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
お
け
る
日
米
間
の
２
国
間

交
渉
で
も
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
、
筆
者
ら

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
解

説
し
て
い
た
。

Ｇ
Ｍ
表
示
義
務
の
対
象

品
目
は
少
な
く
、
混
入

率
も
緩
い
ま
ま
、
ｎ
ｏ

ｎ
―
Ｇ
Ｍ
表
示
だ
け

「
不
検
出
」に
厳
格
化

日
本
の
Ｇ
Ｍ
食
品
に
関
す

る
表
示
義
務
は
、
①
混
入
率

に
つ
い
て
は
、
重
量
で
上
位

３
位
、
重
量
比
５
％
以
上
の

成
分
に
つ
い
て
５
％
以
上
の

混
入
に
対
し
て
表
示
義
務
を

課
し
、
②
対
象
品
目
は
、
加

工
度
の
低
い
、
生
（
ナ
マ
）

に
近
い
も
の
に
限
ら
れ
、
加

工
度
の
高
い
（
＝
組
み
換
え

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
残
存
し
な
い
）
油

し
ょ
う

・
醤
油
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
加
工
食
品
、
ま
た
、
遺

伝
子
組
み
換
え
飼
料
に
よ
る

畜
産
物
は
除
外
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
０
・
９
％
以

上
の
混
入
が
あ
る
全
て
の
食

品
に
Ｇ
Ｍ
表
示
を
義
務
付
け

て
い
る
Ｅ
Ｕ
に
比
べ
て
、
混

入
率
、
対
象
品
目
と
も
に
極

め
て
緩
い
。

こ
れ
に
対
す
る
厳
格
化
と

し
て
決
定
さ
れ
た
内
容
を
見

て
驚
い
た
の
は
、
①
、
②
は

ま
っ
た
く
そ
の
ま
ま
な
の
で

あ
る
。厳
格
化
さ
れ
た
の
は
、

「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」

（
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ
）
と
い
う

任
意
表
示
に
つ
い
て
だ
け

で
、現
在
は
５
％
未
満
の「
意

図
せ
ざ
る
混
入
」で
あ
れ
ば
、

「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」

と
表
示
で
き
た
の
を
、
「
不

検
出
」
（
実
質
的
に
０
％
）

の
場
合
の
み
に
し
か
表
示
で

き
な
い
と
、
そ
こ
だ
け
厳
格

化
し
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、

酪
農
・
畜
産
の
飼
料
に
つ
い

て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

Ｇ
Ｍ
非
表
示
制
度
に
な
る

こ
の
厳
格
化
案
が
適
用
さ

れ
れ
ば
、
表
示
義
務
の
非
対

象
食
品
が
非
常
に
多
い
中

で
、
可
能
な
限
り
ｎ
ｏ
ｎ
―

Ｇ
Ｍ
の
原
材
料
や
飼
料
を
追

求
し
、
そ
れ
を
「
遺
伝
子
組

み
換
え
で
な
い
」
と
表
示
し

て
消
費
者
に
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ

食
品
を
提
供
し
よ
う
と
し
て

き
た
Ｇ
Ｍ
と
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ

の
分
別
管
理
の
努
力
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
）
が

削
が
れ
、
小
売
店
の
店
頭
か

ら
「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な

い
」
表
示
の
食
品
は
、
牛
乳

や
食
肉
の
飼
料
に
つ
い
て
の

表
示
も
含
め
て
、
一
掃
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
豆
腐
の
原
材
料

欄
に
は
、
「
大
豆
（
遺
伝
子

組
み
換
え
で
な
い
）
」
と
い

っ
た
表
示
が
多
い
が
、
国
産

大
豆
を
使
っ
て
い
れ
ば
、
Ｇ

Ｍ
で
な
い
か
ら
、今
後
も「
遺

伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」
と

表
示
で
き
そ
う
に
思
う
が
、

流
通
業
者
の
多
く
は
輸
入
大

豆
も
扱
っ
て
い
る
の
で
、
微

量
混
入
の
可
能
性
は
拭
え
な

い
。
実
際
、
農
民
連
食
品
分

析
セ
ン
タ
ー
の
分
析
で
は
、

「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」

大
豆
製
品
２６
製
品
の
う
ち
１１

製
品
は
「
不
検
出
」
だ
っ
た

が
、
１５
製
品
に
０
・
０１
〜
０

・
１７
％
の
混
入
が
あ
り
、
今

後
は
、
こ
れ
ら
は
「
遺
伝
子

組
み
換
え
で
な
い
」
と
表
示

で
き
な
く
な
る
。
「
Ｇ
Ｍ
原

材
料
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に

分
別
管
理
さ
れ
た
大
豆
を
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｍ
の

も
の
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
任
意

表
示
は
可
能
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
で
は
わ
か
り
づ
ら

く
て
、
消
費
者
へ
の
効
果
的

な
表
示
は
難
し
い
。そ
こ
で
、

多
く
の
業
者
が
違
反
の
懸
念

か
ら
、
表
示
を
や
め
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
。

Ｇ
Ｍ
表
示
義
務
食
品
の
対

象
を
広
げ
な
い
で
、
か
つ
、

Ｇ
Ｍ
表
示
義
務
の
混
入
率
は

緩
い
ま
ま
で
、
こ
の
よ
う
な

ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ
表
示
だ
け
極

端
に
厳
格
化
し
た
ら
、
牛
乳

・
乳
製
品
、
食
肉
、
卵
な
ど

も
含
め
て
、
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ

に
努
力
し
て
い
る
食
品
が
わ

か
ら
な
く
な
り
、
Ｇ
Ｍ
食
品

ば
か
り
の
中
か
ら
、
消
費
者

は
何
を
選
べ
ば
よ
い
の
か
。

消
費
者
の
商
品
選
択
の
幅
は

大
き
く
狭
ま
る
こ
と
に
な

り
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
Ｇ

Ｍ
食
品
で
も
何
で
も
買
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
う
。
（
次
号
に

続
く
）

農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
）の
２３
年
度
事
業
で
、

「
低
コ
ス
ト
配
合
飼
料
自
家

製
造
推
進
緊
急
対
策
事
業
」

が
実
施
さ
れ
る
。
事
業
実
施

主
体
は
、
主
に
全
国
組
織
と

な
る
見
込
み
。

こ
れ
ま
で
、
配
合
飼
料
に

対
し
て
は
様
々
な
対
策
が
取

ら
れ
て
き
た
が
、
単
味
な
ど

を
使
っ
て
の
飼
料
設
計
技
術

を
持
っ
て
自
家
配
合
を
行
っ

て
き
た
農
家
に
も
、
経
営
危

機
が
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
２２
年
度
の

飼
料
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た

め
、
単
味
等
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
用
い
て
自
家
配
合
飼
料
を

製
造
し
、
利
用
・
販
売
し
た

畜
産
農
家
等
に
対
し
て
、
２３

年
度
も
自
家
配
合
飼
料
を
製

造
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に

支
援
金
を
交
付
す
る
。
今
回

の
支
援
金
単
価
は
１
２
０
０

円
／
㌧
（
単
味
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
限
る
）
。

本
事
業
の
対
象
条
件
は
、

２２
年
度
に
自
家
配
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
自
ら
調
達
し
て
い

る
こ
と
と
、
自
家
配
合
飼
料

製
造
設
備
を
有
す
る
こ
と

（
自
家
配
合
飼
料
製
造
設
備

を
有
す
る
者
に
製
造
を
委
託

し
て
い
る
こ
と
で
も
可
）
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
、
①
丸
粒
、
②

単
体
飼
料
、
③
魚
粉
等
２
種

混
合
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
概

ね
９５
％
以
上
の
も
の
）
で
、

③
は
魚
粉
等
を
除
い
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
だ
け
の
数
量
と
す

る
。
国
産
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
、
今
回
対
象
外
と
な

っ
て
い
る
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、

Ⓐ
参
加
申
込
兼
支
援
金
交
付

申
請
書
Ⓑ
２２
年
度
と
２３
年
度

に
自
家
配
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
調
達
し
た
数
量
が
確
認
で

き
る
納
品
書
等
の
写
し
Ⓒ
自

家
配
合
飼
料
製
造
設
備
を
有

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し
（
償
却
資
産
課
税

台
帳
の
写
し
、
委
託
契
約
書

の
写
し
、
リ
ー
ス
契
約
書
の

写
し
等
）
。

農
林
水
産
政
策
研
究
所
は

３
月
３１
日
、
「
２
０
３
２
年

に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給

見
通
し
」
を
公
表
し
た
。

２０
年
に
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
流
行
に
伴
う
、
世
界
経

済
の
大
減
速
等
を
踏
ま
え

て
、
３２
年
に
お
け
る
世
界
の

食
料
需
給
に
つ
い
て
予
測
を

行
っ
て
い
る
。
比
較
す
る
基

準
年
は
１９
〜
２１
年
の
３
年
間

の
平
均
値
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
２２
年
２
月
に
ぼ
っ

発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て
の
構

造
的
な
影
響
等
は
織
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。

《
肉
類
》

世
界
全
体
の
３２
年
に
お
け

る
一
人
当
た
り
の
肉
類
（
牛

肉
・
豚
肉
・
鶏
肉
・
羊
肉
）

消
費
量
は
４０
・
３
㌕
で
、
基

準
年
の
３７
・
８
㌕
か
ら
６
％

上
昇
す
る
。

中
で
も
中
国
は
、
人
口
減

少
社
会
に
な
る
と
は
い
え
、

食
の
高
度
化
に
よ
り
３２
年
に

は
６３
・
０
㌕
で
１６
％
の
増
加

率
と
な
る
見
込
み
。
ブ
ラ
ジ

ル
で
も
１
０
７
・
１
㌕
で
１０

％
上
昇
す
る
見
込
み
。
北
米

で
は
、
基
準
年
で
も
１
１
７

・
６
㌕
な
の
で
、
２
％
の
上

昇
に
留
ま
る
見
込
み
。

ア
ジ
ア
は
３２
年
に
世
界
の

生
産
量
の
５０
％
、
消
費
量
の

５８
％
を
占
め
、
最
大
の
純
輸

入
地
域
と
な
る
見
通
し
。

《
穀
物
》

世
界
全
体
の
３２
年
に
お
け

る
一
人
当
た
り
の
穀
物
（
飼

料
仕
向
等
を
含
む
）
の
総
消

費
量
は
、
３
６
０
・
３
㌕
で
、

基
準
年
の
３
４
８
・
１
㌕
か

ら
４
％
上
昇
す
る
。

中
南
米
及
び
欧
州
で
一
人

当
た
り
の
穀
物
消
費
量
の
伸

び
が
他
の
地
域
に
比
べ
て
高

く
な
る
見
通
し
。
こ
れ
は
中

南
米
で
は
飼
料
向
け
が
増
加

す
る
た
め
で
、
欧
州
も
飼
料

向
け
が
増
加
し
、
ま
た
人
口

が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、

一
人
当
た
り
の
数
量
が
増
え

る
た
め
で
あ
る
。

生
活
ク
ラ
ブ
事
業
連
合
生

活
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
、

生
活
ク
ラ
ブ
）は
４
月
１７
日
、

農
水
省
に
お
い
て「
生
活
ク

ラ
ブ
連
合
会
等
と
農
水
省
と

の
意
見
交
換
会
」を
行
っ
た
。

提
携
す
る
酪
農
家
が
、
資

材
価
格
の
高
騰
や
子
牛
価
格

の
暴
落
、
牛
乳
の
需
要
減
少

な
ど
の
影
響
に
よ
り
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
。

乳
製
品
の
自
社
工
場
を
持

ち
、
５０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

生
産
者
と
と
も
に
独
自
製
品

を
培
っ
て
き
た
生
活
ク

ラ
ブ
と
し
て
は
、
現
在

の
酪
農
危
機
は
他
人
ご

と
で
は
な
い
。

出
席
者
は
、
生
産
者

代
表
と
し
て
農
事
組
合

法
人
新
生
酪
農
ク
ラ
ブ

代
表
理
事
組
合
長
大
塚

優
氏
、
南
信
酪
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
三
村
誠
一
氏
な
ど
と
、
生

活
ク
ラ
ブ
役
職
員
、
開
拓
三

団
体
職
員
ら
合
計
１１
名
。
農

水
省
か
ら
は
畜
産
局
企
画
課

長
関
村
静
雄
氏
ほ
か
、
企
画

課
、
総
務
課
、
畜
産
振
興
課
、

飼
料
課
、
牛
乳
・
乳
製
品
課

の
各
担
当
官
１２
名
が
出
席
。

関
村
課
長
、
生
活
ク
ラ
ブ

専
務
理
事
の
岡
田
一
弘
両
氏

の
挨
拶
の
後
、
農
水
省
各
担

当
官
か
ら
畜
産
・
酪
農
緊
急

対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。そ

の
後
、
生
活
ク
ラ
ブ
が

提
出
し
た
「
食
料
安
全
保
障

を
進
め
る
た
め
の
酪
農
家
へ

の
支
援
に
向
け
た
政
策
提

案
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
の
提

案
は
①
農
家
の
戸
別
所
得
補

償
制
度
（
生
産
費
と
販
売
費

の
差
額
補
て
ん
や
、
単
価
固

定
方
式
な
ど
）を
確
立
す
る
。

②
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
の
運

用
見
直
し
と
と
も
に
、
脱
脂

粉
乳
な
ど
の
余
剰
乳
製
品
の

保
管
施
設
の
建
設
や
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
へ
の
輸
出
推
進
。

③
３０
年
ま
で
に
国
産
粗
飼
料

１
０
０
％
に
向
け
た
生
産
推

進
や
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
の
推
進
に
向
け
耕

畜
連
携
へ
の
支
援
を
具
体
化

す
る
―
の
３
点
。

こ
の
提
案
に
対
し
て
農
水

省
の
各
担
当
官
は
、
見
解
を

示
し
な
が
ら
丁
寧
に
受
け
答

え
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
生
活
ク
ラ
ブ
・

岡
田
専
務
は
「
酪
農
が
末
永

く
続
く
よ
う
、
中
長
期
的
な

政
策
も
必
要
で
、
ま
た
、
生

産
対
策
だ
け
で
は
な
く
消
費

者
に
対
し
て
い
か
に
状
況
を

理
解
し
て
も
ら
う
か
と
い
う

観
点
で
の
政
策
も
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
１２１
回

生活クラブと農水省が意見交換会

生産する消費者として要請

失
わ
れ
る
消
費
者
の
選
択
権

〜
ど
う
対
処
す
る
か
〜

㊤

東
京
大
学
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

生
活
ク
ラ
ブ
岡
田
専
務
の
挨
拶

単
味
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
１
２
０
０
円
／
㌧

低
コ
ス
ト
配
合
飼
料
自
家
製
造
推
進
緊
急
対
策

３２
年
に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
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【
奇
跡
の
増
野
原
開
拓
】

増
野
原
開
拓
は
長
野
県
下

伊
那
郡
松
川
町（
旧
山
吹
村
）

に
あ
り
、
４７
年
に
３２
戸
が
入

植
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
約

６
割
が
満
州
か
ら
の
引
き
揚

げ
者
だ
っ
た
。

こ
の
増
野
原
開
拓
は
、
離

農
者
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

９
割
以
上
が
定
着
し
た
奇
跡

の
開
拓
地
で
あ
る
。
２０
年
現

在
で
も
３０
戸
が
増
野
の
地
で

暮
ら
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
周
り
で
は
戦

前
か
ら
果
樹
栽
培
が
行
わ
れ

て
お
り
、
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
離
農
者
が
出
な
か

っ
た
要
因
と
し
て
、
機
械
導

入
を
行
わ
ず
、
人
力
で
開
墾

を
進
め
た
こ
と
で
、
借
金
を

し
な
か
っ
た
た
め
、
返
済
の

た
め
の
出
稼
ぎ
に
出
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
畑
作

を
行
い
な
が
ら
徐
々
に
果
樹

を
育
て
て
い
き
、
「
二
十
世

紀
梨
」を
主
に
作
っ
て
い
た
。

そ
の
後
に
「
国
光
」
、
「
ふ

じ
」
な
ど
の
リ
ン
ゴ
栽
培
が

増
え
て
い
っ
た
。

標
高
が
７
０
０
〜
８
０
０

㍍
の
高
地
な
の
で
リ
ン
ゴ
の

生
育
に
適
し
て
お
り
、
味
・

色
つ
や
・
硬
さ
な
ど
高
品
質

な
リ
ン
ゴ
が
で
き
、
品
質
は

随
一
を
誇
る
。

【
信
州
ま
し
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
】

昭
和
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら

有
志
た
ち
に
よ
り
農
事
組
合

の
ジ
ュ
ー
ス
加
工
場
が
作
ら

れ
、
９１
年
に
株
式
会
社
と
な

っ
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
作
っ

た
。場

所
は
幹
線
道
路
か
ら
離

れ
て
い
る
が
、
果
樹
畑
の
そ

ば
に
あ
り
、
収
穫
し
て
す
ぐ

に
搬
入
で
き
る
。
ワ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
も
隣
接
し
て
い
る

（
写
真
上
）
。

メ
イ
ン
の
商
品
は
や
は
り

各
種
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

で
、
自
社
工
場
で
お
い
し
く

作
ら
れ
て
い
る（
写
真
下
）。

き

よ
し

代
表
取
締
役
の
宮
沢
喜
好

社
長
に
話
を
聞
く
と
、
「
有

機
栽
培
に
こ
だ
わ
り
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
産
物
を
作
っ

て
い
る
。
化
学
肥
料
は
使
わ

ず
、ジ
ュ
ー
ス
の
搾
り
粕
と
、

剪
定
し
た
枝
を
炭
に
し
て
肥

料
に
し
て
い
る
。
手
間
は
か

か
る
が
消
費
者
に
安
心
・
安

全
で
美
味
し
い
果
物
を
お
届

け
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

近
頃
は
宅
配
便
な
ど
の
普

及
に
よ
り
、
細
か
い
搬
送
が

可
能
に
な
り
、
年
末
に
な
る

と
こ
の
地
域
の
小
口
便
が
日

本
で
一
番
忙
し
く
な
る
と
の

こ
と
。
リ
ン
ゴ
の
評
判
も
良

く
、
市
場
に
出
回
ら
ず
「
ま

ぼ
ろ
し
の
ふ
じ
」
と
も
い
わ

れ
る
。

リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
の
他
に
、

ブ
ド
ウ
、
栗
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

ス
モ
モ
、
キ
ウ
イ
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
。

今
日
も
奇
跡
の
開
拓
地
か

ら
、
奇
跡
の
果
物
が
産
ま
れ

て
い
る
。

（
一
社
）Ｊ
ミ
ル
ク
は
４
月

７
日
、「
購
買
デ
ー
タ
か
ら
見

る
牛
乳
類
・
植
物
性
ミ
ル
ク

の
消
費
動
向
」を
公
表
し
た
。

植
物
性
ミ
ル
ク
（
豆
乳
・

オ
ー
ツ
ミ
ル
ク
・
ア
ー
モ
ン

ド
ミ
ル
ク
・
そ
の
他
）
は
近

年
生
産
量
が
増
加
し
て
お

り
、
酪
農
業
界
に
と
っ
て
も

注
視
す
べ
き
状
況
で
あ
る
。

今
回
、
消
費
者
動
向
を
購
買

履
歴
（
ど
の
よ
う
な
人
が
、

何
を
、
ど
れ
だ
け
、
い
く
ら

で
買
っ
た
か
）
デ
ー
タ
か
ら

分
析
し
て
い
る
。

▼
牛
乳

牛
乳
類
の
一
人
当
た
り
年

間
購
入
量
は
、
２１
年
度
が
３４

・
５５
㍑
で
３
年
前
（
コ
ロ
ナ

禍
前
）
よ
り
０
・
９５
㍑
増
加

し
た
。
そ
の
う
ち
成
分
無
調

整
牛
乳
が
１
・
７４
㍑
増
加
し
、

低
脂
肪
・
無
脂
肪
牛
乳
、
乳

飲
料
な
ど
が
減
少
。

世
代
別
で
は
、
男
女
と
も

６０
代
が
一
番
多
い
が
、
男
性

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
４０
代

は
男
女
と
も
１８
年
度
以
降
特

に
購
入
量
は
増
加
（
男
性
４

・
２１
㍑
、
女
性
４
・
８０
㍑
）

し
て
い
る
。
ミ
ド
ル
世
代
の

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の

が
効
果
的
で
あ
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
。

▼
植
物
性
ミ
ル
ク

植
物
性
ミ
ル
ク
の
一
人
当

た
り
年
間
購
入
量
は
、
２１
年

度
が
５
・
３６
㍑
で
３
年
前
よ

り
０
・
８７
㍑
増
加
し
て
い
る
。

購
入
量
自
体
で
は
牛
乳
類
の

約
１５
％
だ
が
、
増
加
量
は
遜

色
な
い
動
き
を
し
て
い
る
。

購
入
量
の
内
訳
は
、
豆
乳
が

４
・
９９
㍑
で
約
９６
％
を
占
め

て
い
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
ミ
ル

ク
は
０
・
３１
㍑
と
少
な
い
が
、

３
年
前
の
２
倍
以
上
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

「
満
蒙
開
拓
と
浜
松
」

夕
陽
の
大
地
に
か
け
た
青
春

〜
あ
る
義
勇
兵
の
証
言
〜

り
ゅ
う

ち

静
岡
県
浜
名
郡
龍
池
村

（
現
、
浜
松
市
浜
北
区
）
出

て
つ

お

身
の
長
谷
川
鐡
雄
さ
ん
は
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に

入
隊
し
、
４２
年
に
満
州
に
渡

り
３
年
間
訓
練
所
で
修
業
し

た
後
、
４５
年
春
に
開
拓
団
に

入
っ
た
が
、そ
の
年
の
夏
、二

十
歳
で
終
戦
を
迎
え
た
。
翌

年
日
本
に
戻
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
を

ま
と
め
て
い
た
手
記
を
９０
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
整
理
し
た
。

入
隊
す
る
動

機
か
ら
、
満
州

で
の
暮
ら
し
、

日
本
に
帰
っ
て

か
ら
三
ヶ
日
開

拓
へ
の
入
植
ま

で
当
時
の
様
子

つ
づ

が
鮮
明
に
綴
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
長
谷
川

さ
ん
の
手
記
を

基
に
、
柴
田
宏
祐
さ
ん
を
中

心
と
し
た
「
白
昭
の
歴
史
を

語
る
会
」
が
発
行
し
た
。

「
原
谷
の
歴
史
」

洛
北
開
拓
農
業
協
同
組
合
６０

年
の
歩
み

京
都
市
北
区
に
あ
る
原
谷

開
拓
は
、
金
閣
寺
の
北
西
に

位
置
す
る
。
（
前
号
４
面
掲

載
）４８

年
に
入
植
が
始
ま
り
、

同
年
１０
月
に
洛
北
開
拓
農
業

協
同
組
合
が
設
立
し
、
０８
年

に
解
散
す
る
ま
で
の
６０
年
の

歴
史
を
、
お
も
に
年
表
形
式

で
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

い
る
。
著
者
は
元
洛
北
開
拓

農
協
組
合
長
の
前
原
英
彦
さ

ん
。

松
山
開
拓
農
協

組
織
再
編
へ

松
山
開
拓
農
協
（
成
川
正

治
代
表
理
事
組
合
長
）
は
、

昨
年
１２
月
４
日
の
臨
時
総
会

で
解
散
決
議
が
採
択
さ
れ
、

４
月
３
日
に
「
株
式
会
社
松

山
開
拓
」
と
な
り
、
再
出
発

を
し
た
。

全
開
連
人
事

（
５
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
兼
管
理
部

電
算
室
（
東
日
本
支
所
青
森

事
業
所
）
糟
谷
春
平
▽
東
日

本
支
所
青
森
事
業
所
（
事
業

推
進
部
）
常
盤
芳
紀
▽
管
理

部
（
管
理
部
電
算
室
兼
東
日

本
支
所
）
石
田
友
里
子

か
み

ま

し

き

ぐ
ん

せ

い

わ

そ
ん

熊
本
県
上
益
城
郡
清
和
村

や

ま

と
ち
ょ
う

（
現
山
都
町
）
の
朝
日
開
拓

は
、阿
蘇
山
の
南
に
位
置
し
、

標
高
６
９
０
〜
８
０
０
㍍
の

高
地
に
あ
る
。
西
側
に
は
国

指
定
重
要
文
化
財「
通
潤
橋
」

が
あ
る
。

地
質
は
火
山
灰
土
で
、
波

状
形
高
原
地
帯
で
あ
る
。
地

力
が
低
く
、
ス
ズ
竹
の
繁
茂

に
よ
り
開
墾
作
業
が
進
ま

ず
、
県
内
屈
指
の
不
振
地
区

だ
っ
た
。

４７
（
昭
和
２２
）
年
、
熊
本

県
開
拓
基
地
農
場
（
開
拓
者

の
基
幹
養
成
と
、
開
発
の
た

め
の
講
習
所
）
か
ら
入
植
設

営
の
た
め
に
数
名
が
現
地
に

入
り
、
翌
年
１０
名
が
入
植
し

た
。
同
年
、
富
山
県
か
ら
十

数
名
が
入
植
し
て
い
る
。

４９
年
３
月
ま
で
に
入
植
し

た
の
は
３０
名
だ
っ
た
が
、
離

農
し
た
人
が
１３
名
に
の
ぼ

り
、
定
着
率
は
悪
か
っ
た
。

し
か
し
、
残
っ
た
人
が
少
な

い
分
、
団
結
は
強
ま
っ
て
い

っ
た
。

当
初
は
、
掘
っ
立
て
小
屋

の
竹
の
床
に
草
壁
の
住
居
で

雨
露
を
し
の
い
だ
。
水
の
確

保
も
大
変
で
、
小
川
の
水
を

汲
ん
で
き
た
が
、
雨
が
降
る

と
濁
っ
て
使
え
な
い
。

初
年
度
よ
り
朝
日
開
拓
農

協
が
設
立
さ
れ
た
が
、
当
地

の
開
墾
は
困
難
を
極
め
た
。

馬
を
導
入
し
て
み
た
が
、
土

が
硬
く
て
思
う
よ
う
に
耕
せ

な
か
っ
た
。

陸
稲
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
主
食
と
し

て
栽
培
し
、
換
金
作
物
と
し

て
菜
種
、
陸
稲
、
ま
た
裏
作

と
し
て
ソ
バ
、
麦
類
の
作
付

け
を
行
っ
た
が
、
十
分
な
収

穫
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

５０
年
に
各
戸
に
牛
が
導
入

さ
れ
、
農
家
所
得
の
源
と
な

っ
た
。
ま
た
、
６５
年
に
養
蚕

部
門
を
導
入
し
、
営
農
不
振

か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
。
そ

し
て
７２
年
か
ら
地
力
増
進
を

目
的
に
、
「
開
拓
牛
」
（
乳

用
種
去
勢
肥
育
）
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
。

７２
年
に
地
区
名
を
「
大
矢

区
」
に
改
名
。
農
協
は
上
益

城
郡
の
６
単
協
が
合
併
し
て

「
上
益
城
開
拓
農
業
協
同
組

合
」
と
な
っ
た
。

現
在
で
は
９
戸
、
肥
育
牛

経
営
（
３
戸
が
肥
後
開
拓
農

協
組
合
員
）
と
、
野
菜
で
は

お
も
に
夏
秋
野
菜（
ト
マ
ト
、

ピ
ー
マ
ン
）
を
栽
培
し
て
い

る
。
特
に
ト
マ
ト
は
高
冷
地

野
菜
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

７８
年
４
月
２８
日（
現
、昭
和

の
日
）
に
開
拓
３０
周
年
記
念

式
典
を
行
い
、
碑
を
建
て
た

（
写
真
）
。
以
来
、
毎
年
（
今

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
）
「
開

拓
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
開
拓

魂
は
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

５
月
後
半
か
ら
６
月
前
半

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

５
月

１９
日

薩
州
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
鹿
児
島
）

２３
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
熊
本
）

２６
日

岩
手
花
平
農
協
第
５９

回
通
常
総
会

２７
日

（
一
社
）
岩
手
県
開

拓
振
興
協
会
第
１１
回
通

常
総
会

３０
日

福
岡
県
畜
産
事
協
第

２
回
通
常
総
会

６
月

６
日

㈱
全
日
本
農
協
畜
産

公
社
株
主
総
会

８
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
要
請
事
項
取
り

ま
と
め
会
議

９
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

第
７８
回
通
常
総
会
（
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）

全
国
開
拓
振
興
協
会

第
１１
回
定
時
総
会（
同
）

全
日
本
開
拓
者
連
盟

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
要
請
行
動

新
刊
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

新
刊
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
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増
野
原
開
拓

増
野
原
開
拓
信
州
ま
し
野
ワ
イ
ン
㈱写真上：信州まし野ワイナリー

写真下：地元果実１００％のジュース

これからも続く開拓魂
熊本県山都町・朝日（大矢）開拓

Ｊミルク

ミ
ド
ル
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

牛
乳
類
・
植
物
性
ミ
ル
ク
の
消
費
動
向
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本
会
が
寄
贈
を
受
け
た

「
満
蒙
開
拓
と
浜
松
」で
は
、

て
つ

お

長
谷
川
鐵
雄
さ
ん
（
９５
歳
）

の
戦
前
・
戦
後
の
２
つ
の
開

拓
の
経
験
が
語
ら
れ
て
い

る
。
冊
子
か
ら
、
戦
後
開
拓

で
の
経
験
と
、
鐵
雄
さ
ん
を

囲
ん
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
内
容
を
中
心
に
紹
介

す
る
。

り
ゅ
う

◇
鐵
雄
さ
ん
は
浜
名
郡
龍

ち

た
か
そ
の

池
村
下
高
薗
（
現
・
浜
松
市

浜
北
区
竜
南
）
に
、
兄
２
人

・
姉
・
弟
・
妹
２
人
な
ど
、

沢
山
の
き
ょ
う
だ
い
が
い
る

大
家
族
の
三
男
と
し
て
誕

生
。
勉
強
が
好
き
だ
っ
た
が

家
庭
の
財
政
事
情
で
進
学
を

諦
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
「
働
き
な
が
ら
勉
強
が

で
き
る
」
と
、
満
蒙
開
拓
青

少
年
義
勇
軍
の
話
を
学
校
の

先
生
か
ら
聞
き
、
志
願
。
国

内
で
の
訓
練
を
経
て
旧
満
州

に
渡
り
、開
拓
に
従
事
し
た
。

召
集
直
後
に
敗
戦
を
迎

え
、
命
か
ら
が
ら
旧
ソ
連
兵

な
ど
か
ら
逃
れ
る
生
活
に
。

所
属
し
て
い
た
隊
の
隊
長
命

令
で
旧
満
州
の
新
京
で
現
地

の
家
庭
に
居
候
。
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
過
ご
し
な
が
ら

帰
国
の
日
を
迎
え
た
。

帰
国
後
、
長
兄
が
用
意
し

て
く
れ
た
一
町
二
反
の
三
方

原
台
地
に
入
植
。
弟
と
力
を

合
わ
せ
て
、
戦
後
開
拓
に
従

事
し
た
。
入
植
し
た
土
地
は

小
笹
に
覆
わ
れ
た
荒
地
で
、

酸
性
の
土
壌
に
手
を
焼
い

た
。
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ハ
ク
サ

イ
は
よ
く
採
れ
、
一
番
多
い

時
に
は
１３
人
い
た
家
族
の
食

料
を
十
分
に
満
た
し
た
。
し

か
し
、
兄
弟
２
人
で
力
を
合

わ
せ
て
年
々
耕
作
地
を
拡
げ

た
も
の
の
、
小
笹
の
茂
り
放

や

題
だ
っ
た
瘦
せ
地
を
耕
す
の

は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
。

高
価
な
肥
料
で
は
採
算
が

合
わ
な
い
た
め
、
毎
日
生
ご

し
も
ご
え

み
や
下
肥
（
ふ
ん
尿
）
を
浜

松
か
ら
集
め
て
馬
で
運
ん
だ

り
、
堤
防
の
草
を
刈
っ
て
下

肥
を
混
ぜ
て
ま
か
な
っ
た
。

帰
国
し
て
か
ら
丸
２
年
は
開

拓
営
農
を
行
い
つ
つ
日
雇
い

の
仕
事
も
兼
業
し
、
得
意
な

釣
り
で
鮎
を
釣
り
家
族
の
栄

養
源
を
得
る
な
ど
し
た
。

４８
年
か
ら
は
鐵
雄
さ
ん
は

依
頼
を
受
け
て
龍
池
村
役
場

で
働
き
始
め
た
。
三
方
原
の

開
拓
地
は
弟
に
託
し
た
。

◇
２２
年
１１
月
３
日
に
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
満
蒙
開
拓
と

浜
松
を
語
り
合
う
」
が
浜
北

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
鐡
雄
さ
ん
の
発
表
や
座

談
会
が
行
わ
れ
た（
写
真
）。

浜
名
高
校
で
教
諭
と
し
て

勤
め
る
鐵
雄
さ
ん
の
お
孫
さ

ん
の
友
里
さ
ん
の
ア
シ
ス
ト

を
受
け
な
が
ら
、
旧
満
州
へ

渡
っ
た
時
の
気
持
ち
や
戦
後

の
苦
労
を
熱
弁
し
、
経
験
を

踏
ま
え
て
未
来
の
世
代
に
伝

え
た
い
こ
と
な
ど
を
同
校
の

生
徒
な
ど
と
語
り
合
っ
た
。

農
水
省
は
４
月
１４
日
、「
２２

年
度
『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

を
見
据
え
た
野
菜
・
果
物
の

消
費
動
向
調
査
結
果
（
消
費

者
）
」
を
公
表
し
た
。
全
国

の
２０
歳
以
上
の
男
女
２
０
９

８
人
か
ら
回
答
を

得
た
。
野
菜
と
果

物
の
よ
く
食
べ
る

種
類
、
産
地
な
ど

に
望
む
要
望
な
ど

を
調
べ
た
。

◆
野
菜

「
野
菜
を
食
べ

る
頻
度
」は
、「
ほ

ぼ
毎
日
」
が
６４
・

９
％
と
最
も
多

い
。
週
１
日
以
上

が
９０
・
７
％
を
占

め
て
い
る
。
性
年

代
別
に
み
る
と
、

男
性
が
７７
・
１
％
、

女
性
が
８４
・
１
％

で
、
と
も
に
７０
歳

以
上
が
「
ほ
ぼ
毎

日
」が
最
も
高
い
。

「
よ
く
食
べ
る

野
菜
の
種
類
」は
、

緑
黄
色
野
菜
で
は

ト
マ
ト
が
６５
・
４

％
、
淡
色
野
菜
で

は
キ
ャ
ベ
ツ
が
７７

・
３
％
、
イ
モ
類

で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
６７
・
５
％
で
最

も
高
い
。
男
女
別

に
み
る
と
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
が
２０
・

０
㌽
、
タ
マ
ネ
ギ
が
１５
・
１

㌽
、
ダ
イ
コ
ン
が
１６
・
７
㌽

そ
れ
ぞ
れ
女
性
が
高
か
っ

た
。コ

ロ
ナ
禍
に
野
菜
を
食
べ

る
量
が
増
え
た
人
（
３
４
３

人
）
の
増
え
た
野
菜
は
、
図

の
と
お
り
。
摂
取
の
増
加
は

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
４６
・
６
％

で
最
も
多
く
、
次
い
で
ト
マ

ト
が
４５
・
２
％
、
キ
ャ
ベ
ツ

が
３９
・
１
％
だ
っ
た
。

野
菜
の
産
地
や
小
売
業
者

な
ど
へ
の
要
望
・
意
見
は
、

「
価
格
」
に
関
す
る
こ
と
が

約
３０
％
、
「
カ
ッ
ト
野
菜
・

冷
凍
野
菜
」
に
関
す
る
こ
と

が
約
１２
％
、
「
国
産
野
菜
」

「
小
分
け
・
ば
ら
売
り
」
に

関
す
る
こ
と
が
約
１０
％
な
ど

で
高
い
。
「
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
国
産
野
菜
を
、
少
人

数
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に

少
量
パ
ッ
ク
や
一
本
、
一
個

売
り
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。

◆
果
物

果
物
の
購
入
・
摂
取
頻
度

は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
が
２７
・
０

％
で
最
も
多
い
。
性
年
代
別

で
は
、
７０
歳
以
上
の
男
性
４５

・
３
％
、
女
性
４６
・
５
％
で

「
ほ
ぼ
毎
日
」が
最
も
高
い
。

「
よ
く
食
べ
る
果
物
」は
、

ミ
カ
ン
が
６７
・
３
％
、
リ
ン

ゴ
が
６２
・
５
％
、
バ
ナ
ナ
が

５２
・
５
％
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
摂
取
が
増
え

た
果
物
は
ミ
カ
ン
が
５１
・
７

％
、
リ
ン
ゴ
が
４８
・
０
％
、

バ
ナ
ナ
が
３４
・
８
％
の
順
で

高
い
。
男
女
別
に
み
る
と
、

ナ
シ
が
１０
・
１
㌽
、
モ
モ
が

８
・
３
㌽
そ
れ
ぞ
れ
男
性
が

高
か
っ
た
。

果
物
の
産
地
や
小
売
業
者

な
ど
へ
の
要
望
・
意
見
は
、

「
価
格
」
に
関
す
る
こ
と
が

約
４５
％
、
「
規
格
外
品
」
に

関
す
る
こ
と
が
約
１５
％
、「
加

工
品
（
カ
ッ
ト
、
冷
凍
、
ド

ラ
イ
）」に
関
す
る
こ
と
が
約

１０
％
の
順
で
高
い
。
「
生
産

者
に
対
す
る
感
謝
と
食
品
を

無
駄
な
く
生
か
す
た
め
に

も
、
規
格
外
の
物
も
品
質
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
限
り
に

お
い
て
市
場
に
出
し
て
も
ら

い
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ

っ
た
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

３
月
１４
日
、
「
農
業
景
況
調

査
（
２３
年
１
月
）」
の
結
果
を

公
表
し
た
。
７
４
２
４
先
か

ら
回
答
を
得
た
も
の
。
２３
年

通
年
の
全
体
の
見
通
し
は
、

２２
年
実
績
か
ら
は
回
復
が
見

込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス

値
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

○
２２
年
の
農
業
景
況
Ｄ
Ｉ

は
前
年
実
績
か
ら
９
・
５
㌽

低
下
し
、
▲
３９
・
１
だ
っ
た
。

９６
年
の
調
査
開
始
以
来
最
低

と
な
っ
た
。
生
産
コ
ス
ト
Ｄ

Ｉ
も
前
年
実
績
か
ら
２０
・
２

㌽
と
大
幅
に
下
落
し
調
査
開

始
以
来
最
低
と
な
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
負
担
の
増
大
が
い

か
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
あ

る
か
が
現
れ
て
い
る
。

○
業
種
別
に
み
る
と
、
耕

種
で
は
、
畑
作
（
前
年
０
・

２
↓
２２
年
▲
３１
・
８
）、
果
樹

（
１１
・
９
↓
▲
７
・
７
）
な

ど
で
悪
化
し
た
。
一
方
、
依

然
マ
イ
ナ
ス
値
で
は
あ
る
も

の
の
、
露
地
野
菜
（
▲
２１
・

４
↓
▲
１５
・
５
）
、
施
設
野

菜（
▲
３２
・
３
↓
▲
２８
・
８
）

で
前
年
か
ら
回
復
。
畜
産
で

は
、
肉
用
牛
（
▲
３
・
１
↓

▲
６２
・
０
）
や
北
海
道
酪
農

（
▲
３２
・
８
↓
▲
８７
・
７
）

な
ど
、全
畜
種
で
下
落
し
た
。

○
「
今
後
の
経
営
方
針
」

は
、
耕
種
全
体
で
は
「
効
率

化
へ
の
設
備
増
強
」
が
４７
・

５
％
で
最
も
高
い
。
個
別
の

業
種
で
み
る
と
、
畑
作
は
５４

・
２
％
、
露
地
野
菜
は
４９
・

３
％
、
果
樹
が
４５
・
４
％
で

「
効
率
化
」
が
最
も
高
い
。

茶
は
「
現
状
維
持
」
が
３８
・

３
％
、
施
設
野
菜
は
「
人
材

確
保
、
育
成
の
強
化
」
が
４１

・
３
％
と
最
も
高
い
。

畜
産
で
も
、
「
効
率
化
へ

の
設
備
増
強
」
が
４２
・
４
％

で
最
も
高
い
。
個
別
の
業
種

で
み
る
と
、
北
海
道
酪
農
が

５０
・
２
％
、
都
府
県
酪
農
が

４９
・
８
％
、
肉
用
牛
が
４０
・

１
％
で
「
現
状
維
持
」
が
最

も
高
く
、
養
豚
は「
効
率
化
」

が
５３
・
２
％
で
最
も
高
く
な

っ
て
い
る
。

（注） ≦―５０＜ ≦―２０＜ ≦―５＜ ＜５≦ ＜２０≦

総
務
省
は
４
月
４
日
、
２２

年
度
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
隊
員
数
等
に
つ
い
て
」

を
公
表
し
た
。
２２
年
度
の
隊

員
数
は
６
４
４
７
人
で
、
前

年
度
か
ら
４
３
２
人
増
え

た
。
ま
た
、
２１
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
の
隊
員
数
も
含
め
る
と

６
８
１
３
人
で
、
６
９
９
人

増
。
受
け
入
れ
自
治
体
数
は

１
１
１
８
団
体
で
３１
団
体
増

加
し
た
。

年
代
別
で
は
、
２０
代
が
３４

・
３
％
（
０
・
７
㌽
増
）
、

３０
代
が
３４
・
１
％
（
０
・
９

㌽
減
）
、
４０
代
が
１９
・
７
％

（
０
・
５
㌽
減
）
の
順
で
多

い
。２２

年
３
月
３１
日
ま
で
に
任

お
お
む

期
（
概
ね
１
年
以
上
３
年
以

下
）
を
終
え
た
隊
員
は
９
６

５
６
人
で
、
前
回
調
査
か
ら

１
５
７
４
人
増
え
、
約
１
・

２
倍
と
な
っ
た
。

年
代
別
で
み
る
と
、
３０
代

が
３
７
９
５
人
（
５
８
５
人

増
）
、
２０
代
が
２
８
３
５
人

（
４
４
５
人
増
）
、
４０
代
が

２
１
０
１
人（
３
５
９
人
増
）

の
順
で
多
い
。
２０
〜
３０
代
の

隊
員
で
全
体
の
６８
・
７
％
を

占
め
て
い
る
。

同
じ
地
域
に
定
住
し
た
隊

員
は
６
３
１
８
人
（
６５
・
４

％
）
で
、
１
０
３
７
人
増
。

定
住
後
の
進
路
は
、
起
業
が

２
１
７
４
人（
４２
・
４
％
）、

就
業
が
１
９
７
０
人
（
３８
・

４
％
）
、
就
農
・
就
林
等
が

５
９
３
人
（
１１
・
６
％
）
の

順
で
多
い
。

就
農
・
就
林
等
の
内
訳
は
、

農
業
が
４
８
８
人
（
８４
人

増
）
、
林
業
が
５６
人
（
９
人

増
）
、
畜
産
業
が
２２
人
（
１

人
増
）
の
順
で
多
く
な
っ
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
４３２
人
増

長
谷
川
さ

ん

手
記
ま
と
め
る

コ
ロ
ナ
禍
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
摂
取
増
ト
ッ
プ

浜松浜松

任
期
後
も
同
一
町
村
定
住
約
７
割

家
族
と
の
開
拓
振
り
返
り

家
族
と
の
開
拓
振
り
返
り

野
菜
・
果
物
と
も
価
格
の
要
望
多
く

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
、過
去
最
低
値

生
産
コ
ス
ト
の
増
大
重
く

写真提供：浜松北地域まちづくり協議会

㈱日本政策金融公庫の資料から抜粋

シンポジウムで発表する鐵雄さんと、お孫さんの友里さん（右下）

農業景況天気図（２１年実績、２２年実績、２３年通年見通し）
２３年
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施設園芸では、害虫への様々な生物
的防除、物理的防除技術が開発され、導
入が進められている。一方、露地園芸
では化学合成農薬に代わる防除手段が
十分にあるとはいえない現状にある。
そこで、宮城県農業・園芸総合研究
所（名取市）は、ほ場の通路部分にオ
オムギを植えることによる病害虫の抑
制効果を検証した。
〈キャベツ害虫の抑制効果〉
○方法○
試験は同所内のほ場（海抜４６ｍ）で

２０１２年から行われた。品種は「初恋」
と「彩音」を供試した。春作は４月下
旬～５月上旬に定植して７月下旬～８
月上旬に収穫。秋作は８月下旬～９月
中旬に定植、１１月下旬～１２月上旬に収
穫した。「間作区」の間作として用い
たオオムギは「てまいらず」「百万石」
で、キャベツ定植後に通路部分に通路

は

面積１０ａ当たり５～１０㎏を播種した。
「除草区」は、トレファノサイド粒剤

ま

をオオムギの代わりに撒いた。
なお、初年（１２年）の試験でオオム
ギが害虫抑制効果を発揮するのは一定
の生育後からであることが明らかとな
った。そこで、次年度以降の試験から

定植後の初期害虫対策として、クロラ
ントラニリプロール・チアメトキサム
水和剤２００倍液を育苗期後半にセル形
成育苗トレイ当たり０．５ℓかん注処理
した苗を用いた。
☆結果☆
各害虫抑制効果は、オオムギの播種
量や生育状況やほ場条件、害虫の発生
量によって異なるものの、表のような
試験結果となった。
チョウ目害虫では、モンシロチョウ
には早いうちから産卵抑制効果が現
れ、作期を通して高い密度抑制効果が
認められた（図１）。ウワバ類に対し
ては、生育前半には密度抑制効果は低
く、生育後半にはやや抑制できる傾向
がみられた。一方、コナガに対しては
抑制効果が認められなかった。アブラ

ひ ん ぱ ん

ムシ類では、試験ほ場で頻繁に発生す
るモモアカアブラムシとダイコンアブ
ラムシに対しては、作期を通じて低密
度に抑制することができた。ネギアザ
ミウマに対しても高い密度抑制効果が
確認された。
〈春タマネギ害虫の抑制効果〉
○方法〇
品種は「ネオアース」を供試し、４
月上～中旬に定植して７月上～中旬に
収穫した。供試したオオムギ品種や播
種量はキャベツの試験と同様。
☆結果☆
間作区と除草区を比較すると、ネギ
アザミウマの初発生期には両区の寄生
数に差は見られなかった。しかし、６

月以降の急増期には間作区で高い密度
抑制効果があった（図２）。間作によ
るネギアザミウマ抑制効果は、初発生
期の化学合成農薬の散布によりさらに
高められた（図３）。また、間作によ
りタマネギの重要病害である黒斑病の
発生も減少傾向にあった。ネギアザミ

こん

ウマの食害痕が減少したためと推察さ
れている。
同所は、オオムギの間作によって害
虫が減少する理由として、畑やその周
辺に存在している天敵（土着天敵）の
保護強化につながっている点などを挙
げている。土着天敵のゴミムシ類とヒ
ラタアブ類はネギアザミウマの抑制に
貢献していると考えられる。特にゴミ
ムシの数は、オオムギ間作によって１０
倍程度増えることが確認されている。
間作したオオムギは、７月初め頃に
倒伏して座死するため、収穫作業への
影響は限定的となっている。また、黒
色生分解性マルチとの併用で効果が上

さ

がるため、栽培終了後にオオムギ残渣
とともにほ場にすき込んでしまう栽培
法を推奨している。
なお、間作技術の留意点として、オ
オムギ間作は全ての害虫に効果がある
ものではなく、効果があっても発生を
ゼロにすることはできないことを挙げ
ている。
同所では現在「戦略的国際共同研究
推進委託事業（JPJ008837）」に取り
組んでおり、オオムギ間作に開花植物
を組み合わせた新たな土着天敵利用技
術の開発に取り組んでいる。

農水省は４月より、日本茶の「出か
けよう、味わおう！キャンペーン」を
スタートしている。今年の新茶シーズ
ンの本格化に合わせ、観光需要が回復
する機会を捉え、茶業界一体となって
日本茶の情報発信などを行う。
お茶の消費量・産出額は、長期的に
減少傾向にある。一方で、２２年の輸出
額は２１９億円で過去最高を更新するな
ど、海外から注目されている。これか
ら新茶シーズンを迎える中、コロナ禍
の規制が緩和されることから、人の動
きが活発になることが期待される。
茶産地での茶摘み体験や、茶専門店

などでのお茶の淹れ方体験、新茶の試
飲会など、日本茶の楽しみ方を伝える
イベントや体験などについて、茶産地
や事業者と連携して情報発信を行う。
多くの消費者に日本茶の良さを体験し
てもらい、身近な生活の中でお茶を楽
しむ時間を増やすことで、より一層の
消費拡大を推進するのが狙いだ。
キャンペーンでは、①事業者などか
ら「新茶など日本茶の魅力を味わえる
イベントや体験等の内容」「日本茶へ
の応援メッセージや動画」を募集②集
まった体験内容などを、同省の特設ウ
ェブサイトやＳＮＳで情報発信③茶産
地や事業者から提案された「新たなお
茶の楽しみ方」について、同省職員が
実体験し、公式ＹｏｕＴｕｂｅチャン
ネルやＳＮＳで発信する。
どのような「新たなお茶の楽しみ方」
が発信されるか、今から楽しみだ。

農地の土壌は、炭素を貯留して二
酸化炭素（以下、CO２）の吸収源にな
る。一方で、メタンや一酸化二窒素
を含めた温室効果ガス（以下、ガス）
の排出源にもなる。
CO２の吸収などでガスの排出を相
殺する「ガス排出実質ゼロ」を実現
するには、ガスの排出を減らし土壌
炭素貯留を促進する農地管理の方法
の普及が必要となる。
そこで、農研機構は任意の農地の
土壌炭素貯留やガス排出量を簡単に
ネット上で計算できるシステムを開
発し、１３年から「土壌のCO２吸収『見
える化』サイト」として無料公開し
ている。そして３月、リニューアル
した同サイトの機能と利用方法を解
説した標準作業手順書を公表した。
インターネットからサイト（htt

ps : //soilco
2.rad.naro.g
o.jp/）にアク
セスし、農地
の場所や管理
情報を入力す
ることで、土
壌 の CO２吸
収量が計算で
きる。また、
CO２吸収量と同時に、土壌からのメタ
ン、一酸化二窒素、化石燃料消費由来
のCO２発生量を計算し、栽培管理によ
る温室効果ガス発生量の違いを総合的
に評価できる。さらに、窒素による環
境負荷を低減するために、栽培管理の
種類に応じて、畑土壌からの窒素溶脱
（作物に吸収されず環境中に失われる
こと）や土壌の全窒素含量の計算例も
確認することができる。
同サイトと手順書を活用すること

で、環境に配慮した農地管理がより普
及することが期待される。

表 オオムギ間作のキャベツ害虫に
対する抑制効果の目安
害虫 オオムギ間作の効果と特徴

モンシロチョウ 産卵および幼虫寄生数を
半分程度に抑制

ウワバ類 作期前半はほぼ効果なし、
作期後半に抑制傾向

コナガ 効果なし
アブラムシ類 作期を通して低密度に抑制

ネギアザミウマ 作期を通して密度を
半分程度に抑制

通路にオオムギ間作で害虫抑制
タマネギ・キャベツ栽培でタマネギ・キャベツ栽培で
キャベツの試験の様子

写真提供：宮城県農業・園芸総合研究所

農水省 日本茶キャンペーンスタート 土壌のCO２吸収
見える化サイト新たなお茶の楽しみ方など発信

農研機構 手順書を公表

農研機構の資料から
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飼料価格の高騰は経営上大変大きな
問題であり、少しでも代替できる技術
の開発が望まれている。
愛知県農業総合試験場では、放置竹
林の竹の粉砕物に、お酢を醸造する際
に排出される酢粕を混ぜた「酢竹」を
考案。これを乳牛用ＴＭＲに１０％程度
配合することでコストを削減できた。
先行試験で、①一度の破砕のみの竹
粉を給与しても牛の胃に傷等はみられ
ないこと、②竹粉では腐敗するが、液
状酢粕を２０％添加してｐＨを低下さ

せ、「酢竹」にすると長期保存が可能
なこと、③酢竹はスーダン乾草より嗜
好性が劣り単体給与には向かないが、
ＴＭＲに混ぜての給与が可能で、糖蜜
を混ぜ乳酸発酵させたものならば分離
給与が可能なこと―の３点を確認して
いた。
～試験方法～
①～③を踏まえて、④竹飼料の粗飼
料代替が泌乳中・後期牛に与える影響
⑤竹飼料の長期にわたる粗飼料代替が
分娩後の搾乳牛に与える影響⑥竹飼料

の生産費調査を行った。
④泌乳中・後期試験では、乳牛３頭
を３区に分けそれぞれに２週間ずつ、
酢竹を５％、１０％混ぜたＴＭＲ及び対
照区のＴＭＲを給与し乳生産等を比べ
た。粗たんぱく質、可消化養分総量及
び繊維（ＮＤＦ）は全区でそれぞれ１５％
程度、８０％程度、及び３８％程度になる
ように設定した。
⑤長期飼養試験では、乳牛４頭を供
試し、２区に分け２頭ずつ（初産１頭、
２産以上１頭）配置した。酢竹をＴＭ
Ｒ中８．６％になるように使用した「酢竹
ＴＭＲ」と「慣行ＴＭＲ」を分娩後６
～１１５日目までの１５週間給与し、乳生産
等を比較した。ＴＭＲは粗たんぱく質、
可消化養分総量及び繊維がそれぞれ、
１４．８％、６９％程度、及び３８％程度になる

ように調製した。
⑥生産費調査では費用は、酢
粕、フレコンバッグ（内袋・外
袋）、粉砕機に必要な燃料、運
賃等を試算。製造工程を改善し
た場合の試算も行った。
～結果～
④、⑤竹飼料を含むＴＭＲを
給与することにより、対照区と
比べて乳量・４％脂肪補正乳量
・乳たんぱく質率が高くなった。
ＴＭＲとしての嗜好性に問題

が無く、竹飼料は乾草に比べて体積が
少ないことから、慣行区よりも乾物摂
取量が増え、その結果エネルギー摂取
量が増えたためとみられる。竹の給与
は乳生産に悪影響を与えず、ＴＭＲの
原料として１０％以内まで活用が可能と
みられた。乳成分や血液性状などに悪
影響もなかった。
⑥竹の粉砕機排出口で直接酢粕を添
加し、フレコンバッグ１袋の容積の限
界まで酢竹を入れるなどの改良を加え
れば、人件費などを含めて、製造単価
は１ｔ当たり４万１９３８円となった。
なお、酢竹の製造では搬出にかかる
経費が大きいため、近隣の竹林から竹
を持ち込んでもらえる体制を作ること
ができれば、大幅に製造コストを下げ
ることができる。飼料高騰が続く中、
安価に飼料の原料を確保する一助とし
たい。

３月２０日に、全開連主催の「開拓豚
友の会」が対面で３年ぶりに開かれた。
今号から３回に渡り、研修会で発表さ
れた養豚に役立つ技術を紹介する。
豚は感染症に弱い。疾病を持ち込ま
ないための種豚導入、繁殖の技術が求

お お

められている。佐賀県畜産試験場の大
まがり

曲秀明氏が「豚の繁殖新技術について
―佐賀県での豚の胚移植に関する取組
―」と題して講演した。
～紹介された技術の概要～
胚移植は、種豚を生体で導入しない
ため、コストを下げつつ病原体を持ち

込むリスクを下げ、生産性を向上させ
ることが期待できる。
技術は図のような手順で行う。「ガ
ラス化保存胚」とは、胚（受精卵）を
一気に‒１９６℃まで冷やし超急速凍結し
た胚のこと。冷蔵庫で作る氷のように
徐々に冷やすと氷晶によりザラザラに
なり、胚の生産性が低下するが、一気
に凍結することで氷晶ができず、ガラ
スのようにツルツルになるという意味
から、ガラス化法と呼ばれている。
胚は移植するために加温処理を行

う。また、豚は子宮が長く移植に不向

きだが、養豚場で実
用化するために、よ
り簡単で低コストな
非外科移植（開腹手
術をせず、人工授精
のような手法で子宮
に移植する）の方法
で同試験が行われ
た。先行試験（外科
移植で実施した）で
受胎率が試験供試豚
の半分程度だったこ
とや産子数が２～３
頭しか確保できなか
ったため、これらの
課題解決に向け改良
を加え、６頭に移植
を行った。
～結果～
受胎率は８３．３％と、３３．３㌽上昇した。
平均産子数も６．３頭と、倍以上に増加。
誕生した豚の生存性などにも問題はな

く、コストも生体導入より３７．９％抑え
ることができた。
豚熱のように疾病の大きな流行が起
きた際やコスト削減のためにも、新し
い技術の導入も検討したい。

（公財）日本乳業技術協会は３月２７
日、２２年（１～１２月）の「全国集乳路
線別生乳成分調査」の結果を公表した。
乳業会社など８先から回答を得た。
工場に搬入された生乳をローリー

（牛乳集配車）単位で調査路線数とし
た。対象は７９１１路線。１日当たりの全
生乳生産量に対する調査対象乳量の割
合は、４１．８％（前年比１．１㌽増）。

全国の乳脂率の通
年 平 均 は３．９９２％
（０．０５４㌽増）。全国平
均を上回ったのは、

北海道（４．０１２％）のみだった。
乳脂率は３．９％以上４．０％未満が２１．５
％（２．３㌽減）、４．０％以上４．１％未満が
２１．５％（０．８㌽増）と同率、次いで３．８％
以上３．９％未満が１７．５％（２．７㌽減）、４．１
％以上４．２％未満が１６．１％（５．４㌽増）。
無脂乳固形分は全国通年平均で

８．８３０％（０．００３㌽増）で、乳脂率とも微
増が続いた。

農水省が３月３１日に公表した「牛乳
乳製品統計調査結果」によると、２２年
１２月３１日現在の全国の牛乳処理場・乳
製品工場の工場数は５４５工場で、前年か
ら１工場減少した。内訳をみると、牛
乳処理場は３４５工場で、前年から６工場

減った。乳製品工場は１４４工場で、１工
場増え、生乳を処理しない工場が５６工
場で４工場増えている。
調査項目は、牛乳等の種類別生産量、
生産能力などの８項目。
生乳処理規模別では、２ｔ以上の生
乳処理場が２工場減り１８３工場、乳製品
工場は前年と同数で３９工場となってい
る。

竹＋酢粕で飼料置き換え竹＋酢粕で飼料置き換え
ＴＭＲ１０％配合でコスト削減ＴＭＲ１０％配合でコスト削減

密封
保存

胚移植技術を用いた種豚導入

疾病など対策役立つ新繁殖技術
開拓豚友の会研修会から①

佐賀県畜産試験場の資料から

乳脂率・無脂乳固形分、微増続く
２２年集乳路線別生乳成分調査

牛乳処理 場・
乳製品工場１減
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２１年５月に農水省が策定した「みど
りの食料システム戦略」を受け、昨年
１０月、同省畜産局は持続可能な畜産物
生産に向けて取り組むべき内容につい
てまとめた「みどりのチェックシート」
と、シートの解説書を作成した。
本シートのチェック項目は、省エネ
や排せつ物管理、農作業安全など計１４

項目から成る。各項目の注意点や解説
などの詳細は解説書及び参考資料集に
記載されている。
一部を除きほとんどが基礎的な取り
組みで、徹底すべき内容のため、自身
の畜舎についても本シートを活用し、
その実践・点検に役立てる。シート等
は同省ＨＰで公開されている。

「全国モーモー母ちゃんの集い」が、
３月に４年ぶりに島根県で開催され
た。今回で１１回目となる。
集いには関係者を含め約１８０名の参

加があり、体験発表やスピーチなどで
活発な意見交換が行われた。
「全国モーモー母ちゃんの集い」は、
子牛価格の低迷などで肉用牛繁殖農家
の経営状況が苦しかった２０００年に兵庫
県で初めて開催された。全国の牛飼い

の女性が集まり、共通の課題について
情報共有や意見交換をすることで、畜
産業界を元気にすることを目的として
いる。初回以降、約２年ごとに全国持
ち回りで開催されてきたが、１９年の第
１０回大会を最後にコロナ禍の影響を受
け、第１１回大会の開催が延期となって
いた。
次回大会は２年後で、鹿児島県での
開催が予定されている。

農畜産業振興機構は、肉用牛肥育経
営安定交付金（牛マルキン）の交付金
単価（２３年２月分、確定値）を公表し
た。乳用・交雑種で標準的販売価格が
標準的生産費を下回ったため、引き続
き交付が行われる。肉専用種は３８都道

県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万５９９２．７円（前月は４万３４７０．９
円、確定値）、交雑種は４万６０３４．１円
（前月は１万２９４７．４円、同）となって
いる。
前月分と比べると、乳用・交雑種と
もに販売価格が低下したため、両種と
もに交付金は増額となった。

農水省は４月２０日、「２３年度全国家
畜衛生主任者会議」を開いた。新型コ
ロナウイルスの影響でＷｅｂ開催が続
いていたが、４年ぶりに対面形式での
開催となった。

あつし

冒頭、野中厚農水副大臣（写真）が
挨拶し、各担当から説明があった。
■豚熱対策■
２０１８年９月の発生以来、１８都県で計

８６事例発生し、これまでに約３５．７万頭
が殺処分に追い込まれた。２０年９月に
は豚熱の清浄国ステータスを消失して
おり、ワクチン接種県においても発生
が確認されている。
これまで、豚熱ワクチンの接種は家
畜防疫員か知事認定獣医師に限定され
てきたが、防疫員の業務圧迫などが問
題となった。そこで、昨年１２月末に特
定家畜伝染病防疫指針が改正され、特
定の条件の下であれば飼養衛生管理者
によるワクチン接種が可能となった。
具体的には、飼養衛生管理者が各県
による研修を修了していることのほ
か、農場自体も認定を受けることなど

で接種が可能となる。
■水際対策■
２２年のアジア地域では、モンゴル・
中国・タイ・インドネシアで口蹄疫の
発生が報告された。アフリカ豚熱も近
隣諸国での発生が確認されている。ま
た、新型コロナウイルス感染症の流行
に伴う入国制限が緩和され入国者数が
増加傾向にあり、水際対策が一層重要
となっている。
こうした情勢を踏まえ、農水省は発
生予防、まん延防止体制の確立のため、
以下の５点を呼び掛けた。
①畜産関係者の海外渡航の自粛、海
外からの畜産物の持ち込み防止、②衛
生管理区域及び畜舎内への病原体の持
ち込みの防止、③家畜の毎日の健康観
察、異状の早期発見及び早期通報、④
緊急時の連絡体制の確保及び周知、⑤
円滑な防疫措置に必要な事前準備、の
５点を挙げ注意を呼びかけている。
特に①の注意点は、技能実習生のみ
ならず、その家族や友人にも周知を徹
底する必要があると訴えかけた。

農畜産業振興機構は５月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２３年３月分の交付金単価（確定値）
を公表した。乳用・交雑種で標準的販
売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用

種は４５都道府県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が５万６７９２．７円、交雑種は１万４４０円
となっている。
前月分と比べると、交雑種は販売価
格の上昇に加え素畜費が低下したため
交付金は減額となった。一方、乳用種
は素畜費や飼料費が上昇したため交付
金は増額となった。

栃木県開拓農協
栃木県出身

難しいことや分からない
ことが沢山ありますが精
一杯事業に取り組みたい
です。

岩手花平農協
岩手県出身

早く仕事を覚えて農家さ
んのお役に立てるよう頑
張ります。

佐賀県
開拓畜産事協
佐賀県出身

自分らしく頑張っていき
ます。よろしくお願いい
たします。
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ひ ろ さ き し お ん

廣崎 詩音
た か は た た く み

高畑 拓実
あ り も り ふ み か ず

有森 史一

豚熱ワクチン接種体制など変更
全国家畜衛生主任者会議

農水省ホームページの資料から 野中副大臣の冒頭挨拶

全国モーモー母ちゃんの集い
島根県で４年ぶりに開催

写真提供：公益社団法人島根県畜産振興協会

乳用・交雑種で発動続く 乳用・交雑種で発動継続
牛マルキン２月分 牛マルキン３月分

いま一度畜舎の確認をいま一度畜舎の確認を
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

（一社）日本フードサービス協会は
４月２５日、協会会員社を対象とした外
食産業市場動向調査２３年３月度の集計
結果を公表した。それによると、外食
産業全体では２３年３月の売上高が前年
同月と比べて１１８．８％に上昇した
（表）。また、１９年３月（コロナ禍以
前）と比べても１０１．５％と戻ってきた。
新型コロナウイルス感染症への規制
緩和の動きが加速してきた。それに伴
い、歓送迎会や春休みのシーズンで個
人や家族客、中小宴会が増加した。
しかし、業態により状況は様々とな
っている。大規模宴会や、夜遅い時間

帯の集客はまだまだ弱い。
【ファーストフード】
ファーストフード（テイクアウトの
業態を含む）の売上高は前年同月比
１１０．９％、利用客数も同１０４．２％と順調
に回復してきている。
売上高は、コロナ禍前と比べても

１１３．２％とコロナ禍前を上回っている。
しかし、コロナ禍前に戻った業態は
これだけで、その他の業態は全てコロ
ナ禍前までは回復していない。
【ファミリーレストラン】
全体売上げは前年比１２６．２％、利用客
数が同１１４．２％と増加している。

特に「焼き肉」の売上げが伸びて、
同１３９．７％と大幅に増加した。ここでは
団体客も復活してきている。
コロナ禍前と比べると９３．３％で、全
回復にはもう少しかかりそう。
【パブ・居酒屋】
酒類の提供制限がなくなり、個人客
やインバウンド需要の堅調が続き、歓

送迎会シーズンの中小宴会が回復傾向
で、売上げは前年比１８９．４％に跳ね上が
った。
しかし、大規模宴会はまだ少なく、
二次会需要もほぼ見られず、店舗数自
体もコロナ禍前の７０％弱にとどまって
おり、売上げの１９年比では６４．５％とな
っている。

結婚式の復活と
出荷頭数減で、
落ち込み少ない

４月は予想通りやや相場は上がって
きた。ゴールデンウィーク明けは大き
な変動はなく、落ち着いている様子。
例年ではこれから夏場になる前は動
きが鈍いが、今年は６月の結婚式シー
ズンに向け、ここ数年コロナ禍で結婚
式を挙げられなかった分も含めて、ロ
イン系を中心に引き合いが強くなって
きている。５月の中旬までは活発な動
きが期待される。
輸入は前年より少なくなる見込み。
一方、５月の出荷頭数は全品種で前
年同月を上回るが、４月と比べると
１０％ほど少なくなる見込み。
【乳去勢】４月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１０７円（前年同月比９８％）

となり、前月より１７８円上げた。
【Ｆ₁去勢】４月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１５２１円（９５％）、Ｂ２が１３５６円（９３％）
だった。前月に比べ、Ｂ３は８０円、Ｂ
２は７０円いずれも上昇した。
【和去勢】４月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２３４１円（前年同月比９５％）、Ａ３が２１２１
円（９４％）だった。前月に比べ、Ａ４
が８６円、Ａ３は１４４円上がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は５月
の輸入量を総量で４万１５００ｔ（前年同
月比９１％）と予測。内訳は、冷蔵品１
万７０００ｔ（８３％）、冷凍品が２万４５００ｔ
（９７％）。冷蔵品は、米国産が現地価
格の高騰により、前年を下回るとみら
れる。冷凍品は、主要国である豪州産、
米国産が前年同月並みだが、その他の
国が大幅に下回るので、前年同月をや

や下回ると予測した。
相場が停滞する時期であるが、ジュ
ーンブライド需要、輸入量の低下、出
荷頭数の減少などを踏まえ、インバウ
ンド景気も好調なので、相場の落ち込
みは少ないとみたい。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、
同Ｂ３が１４５０～１５５０円、同Ｂ２が１２５０
～１３５０円、和牛去勢Ａ４が２３００～２４００
円、同Ａ３が２０００～２１００円での相場展
開か。

出荷頭数、輸入
量減で、高値が
持続する見込み

４月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５６２円（前年同月比
１１５％）、中物は５４３円（１２３％）となっ
た。前月に比べそれぞれ１１円、１４円下
がった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、５月は１３２万６０００頭（前年同月比
１００％）と前年並みの見込み。前月と比

べ、４万６０００頭減の見込
み。今後も例年通り出荷
頭数は減少傾向となる。
農畜産業振興機構の需
給予測によると、５月の
輸入量は総量で７万９０００
ｔ（前年同月比１０２％）の
見込み。内訳は、冷蔵品
３万２３００ｔ（１２１％）、冷
凍品４万６７００ｔ（９２％）。
冷蔵品は前年同月がカナ
ダ産の入船遅れなどで大
幅に少なかったのでやや
上回った。冷凍品は欧州

の現地相場の上昇や為替の影響に加
え、前年同月の輸入量が例年より多か
ったことなどから、前年同月を大きく
下回る予測。前月と比べても総量で１
万４５００ｔ減少する見込み。
出荷頭数が減少し、輸入量も前年を
下回ることから、相場は強含みで推移
しそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６５０円、
中物は５５０～６００円で推移か。

スモール価格は
市場のバラツキ
で上昇続くか

【スモール】４月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が５万７５３５円（前年同
月比５７％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１１万２１０５
円（６３％）となった。前月に比べ、乳
雄は６５２３円の上げで、Ｆ₁も９３１０円の上
げとなった。
市場により大きなバラツキがあり、
状況を把握するのが困難であるが、肥
育農家はコンスタントな導入が続いて
おり、下がることは無く、もうしばら
く上昇が続くとみられる。
【乳素牛】４月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１４万６５９８円（前年同月比６５％）、Ｆ₁去
勢は３５万７２４５円（９６％）だった。前月に
比べ乳去勢は９０７１円下げ、Ｆ₁去勢は
９１９９円下げた。今、素牛として出てく
る牛はスモールの時に最安値だった牛
たちで、頭数は多くなる見込みで、Ｆ₁
去勢、乳去勢とも弱含みの展開になり
そう。
【和子牛】４月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６８万５７６９円（前年同月比８７％）となっ
た。前月に比べ、１２０４円下げた。
和子牛も、市場によるバラツキが大
きく不安定であり、上昇することなく
もちあいの推移か。

４月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６６２ ７４６ ３０１ ３０１ １３８，６３３ １５０，１４１ ４６１ ４９９
Ｆ₁去 ２，０５６ １，８１４ ３３９ ３３１ ３５６，５５９ ３６７，３３１ １，０５２ １，１１０
和去 ２，３１５ ２，２５８ ３２８ ３３１ ７５３，０２９ ７１６，０２７ ２，２９６ ２，１６３

東 北
乳去 ０ １ － ２７５ － ５２，８００ － １９２
Ｆ₁去 ５ ３ ３２３ ３３９ ２２８，１４０ ２０８，６３３ ７０６ ６１５
和去 ４，８７０ ２，３８６ ３２６ ３１９ ６６９，０１６ ６８２，０９０ ２，０５４ ２，１３８

関 東
乳去 ４４ ６７ ２９７ ２５６ ２８０，６７５ ２３２，５２７ ９４６ ９０９
Ｆ₁去 １７２ １５３ ３５４ ３４７ ３６２，４８８ ３７３，６２６ １，０２５ １，０７７
和去 ８５２ ７２１ ３１５ ３１８ ７２０，５９５ ６９５，７３８ ２，２８９ ２，１８７

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ７５ ６６ ２７７ ２９８ ６２９，４０５ ６８１，７００ ２，２７２ ２，２８８

東 海
乳去 ０ ８ － ２８３ － ２０２，６７５ － ７１６
Ｆ₁去 ４８ ５７ ３１５ ３１９ ３２６，６０９ ３３７，８１６ １，０３６ １，０５９
和去 ２６０ ４３２ ２７２ ２７９ ７０８，７３４ ７４１，４９７ ２，６０７ ２，６５７

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４０８ ４１２ ２６３ ２６０ ７５４，４３８ ７３９，９４７ ２，８６４ ２，８４１

中 四 国
乳去 ９０ １０５ ２８０ ２９０ １３９，６３９ １４４，４２５ ４９９ ４９８
Ｆ₁去 ２５２ ２４６ ３２９ ３２３ ３６４，２２７ ３５５，３６２ １，１０６ １，１００
和去 １，０５５ ９０２ ３０８ ３００ ６７１，１５５ ６５１，４２９ ２，１７７ ２，１７１

九州・沖縄
乳去 ０ ８ － ２９７ － １４０，９３８ － ４７５
Ｆ₁去 ３９０ ３８９ ３２１ ３２１ ３７１，４７０ ３７１，９０２ １，１５８ １，１５９
和去 ７，７６９ １０，３３９ ２９９ ２９６ ６７６，４６７ ６７９，８９０ ２，２６６ ２，２９６

全 国
乳去 ７９６ ９３５ ２９８ ２９６ １４６，５９８ １５５，６６９ ４９２ ５２６
Ｆ₁去 ２，５２８ ２，６６２ ３３９ ３３０ ３５７，２４５ ３６６，４４４ １，０５４ １，１１０
和去 １５，５０１ １７，５１６ ３０７ ３０４ ６８５，７６９ ６８６，９７３ ２，２３４ ２，２６０

注：（独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

２３年３月の業態別売上高・客単価等の前年同月比

売上高 利用客数 客単価 １９年３月との比
売上高

全 体 １１８．８％ １０８．０％ １１０．０％ １０１．５％
ファーストフード １１０．９％ １０４．２％ １０６．４％ １１３．２％
ファミリーレストラン １２６．２％ １１４．２％ １１０．５％ ９３．３％
パブ／居酒屋 １８９．４％ １６６．２％ １１３．９％ ６４．５％
ディナーレストラン １３６．２％ １２５．６％ １０８．４％ ８９．１％
喫 茶 １２７．５％ １１２．８％ １１３．０％ ９４．４％
その他 １２１．５％ １１２．９％ １０７．６％ ９４．０％

外食売上高コロナ前に戻る外食売上高コロナ前に戻る
大規模宴会や夜間の集客はまだ鈍い

畜
産
物
需
給
見
通
し

畜
産
物
需
給
見
通
し

畜産物需給見通し


	781-01
	781-02
	781-03
	781-04
	781-05
	781-06
	781-07
	781-08

